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水が生まれる信濃おおまち
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対象組織：長野県大町市

1

地方都市にとって最大の課題である「人口減少の克服」をテーマとして、本市の
至高の地域資源である「水」資源に着目し再構築により、新たな観光商品や地
域ブランド商品、環境保全活動の造成により「水」に関わる ひと、しごと を主
役にした戦略的プロモーションによる関係人口づくりから誘客や購買促進を図る
とともに、産学官金連携により「水が生まれる信濃おおまち」を目指すこととしま
した。

受領資料を元に作成
作成：EPO中部
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地方都市にとって最大の課題である「人口減少の克服」をテーマとして、本市の至高の地域資源である「水」資源に着目し再構築により、新たな観光商品や地域ブランド商品、環境保
全活動の造成により「水」に関わる ひと、しごと を主役にした戦略的プロモーションによる関係人口づくりから誘客や購買促進を図るとともに、産学官金連携により「水が生まれる信
濃おおまち」を目指すこととしました。

水が生まれる信濃おおまち

市民

活動の意義（評価）分析

活動1：エネルギー

二酸化炭素排出量の削減目標や排出抑制に向
けた取組を図るための、ゼロカーボンシティ宣言
、再生可能エネルギーの開発・普及

関係団体・事業者
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活動2：サステナブルツーリズム

観光産業の活性化や通過型から滞在型
観光地化を図るための、滞在型観光地化
を目的とした着地型コンテンツづくり

活動3：地域ブランド振興

地域資源である「水」の良さを再認識し、「水」を活用した
地位ブランド振興により認知度・魅力度の向上を図るため
の、地域資源である「水」を活用した地域ブランドづくり

活動2：新たな観光商品

、アクティビティなどによ
る雇用、新分野進出、企
業誘致、起業数の増大

活動3：地域資源を活用した

産業による雇用、新分野進
出、企業誘致、起業数の増
大

活動1：ゼロカーボンシティ宣言

再生可能エネルギーの開発・普及、バイ
オマスエネルギーの有効活用と森林整備

活動3：地域資源である「水」を未来に繋ぐため水源涵養など森林保全活動

活動2：環境学習や体験プログラムによる
環境保全活動

活動1：市民や事業者への再生可能エネル
ギーの普及啓発

活動2：自然環境保全や

アクティビティ、仕事に魅
力を感じる移住定住の促
進

活動3：水を起点とした

地域ブランド活用による
魅力度向上と移住定住
の促進

大町市

活動1：自然資源を有効活

用した自然エネルギーの地
産地消や新産業の創出に
よる参入事業者の増進



分析表

活動１

エネルギー

3

【環境への貢献】
（環境負荷の減少、資源循環への
貢献、自然環境保全、脱炭素貢
献、など）

【社会への貢献】
（人のつながり、地域教育、文化の
向上、人口流出の抑制、QOL増
大、など）

【経済への貢献】
（新規産業の育成、資金流出の防
止、地域内経済循環、地域内雇用
創出など）

ゼロカーボンシティ宣言
再生可能エネルギーの開発・普及
バイオマスエネルギーの有効活用
と森林整備

市民や事業者への再生可能エネ
ルギーの普及啓発

自然資源を有効活用した自然エネ
ルギーの地産地消や新産業の創
出による参入事業者の増進

　

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人に健康と
福祉を

質の高い教育をみん
なに

ジェンダー平等を
実現しよう

安全な水とトイレを世
界中に

エネルギーをみんな
に　そしてクリーンに ○ ○ ○

働きがいも経済成長
も

○

産業と技術革新の基
盤をつくろう

人や国の不平等をな
くそう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な
対策を ○ ○

海の豊かさを
守ろう

陸の豊かさも
守ろう ○

平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで目
標を達成しよう

○ ○

ゼロカーボンシティ宣言の表明
小水力発電、自然エネルギーの開発
バイオマスエネルギーの有効活用

二酸化炭素排出量の削減目標や排出抑制に向けた取組みを図る

ゼロカーボンシティ宣言
再生可能エネルギーの開発・普及

2050年までに市域の二酸化炭素排出量を実質ゼロにする目標の実現に向けた取組み

市民
関係団体・事業者

地域循環共生圏への貢献
（どのような形で貢献してい
るか具体的に記入）

SDGsへの貢献
（該当すれば○、もしくは貢献
とその内容を直接記入）

対象課題

活動内容

活動成果（予想）

連携先

現状の評価と課題



分析表

活動２

サステナブルツーリ
ズム

4

【環境への貢献】
（環境負荷の減少、資源循環への
貢献、自然環境保全、脱炭素貢
献、など）

【社会への貢献】
（人のつながり、地域教育、文化の
向上、人口流出の抑制、QOL増
大、など）

【経済への貢献】
（新規産業の育成、資金流出の防
止、地域内経済循環、地域内雇用
創出など）

環境学習や体験プログラムによる
環境保全活動

自然環境保全やアクティビティ、仕
事に魅力を感じる移住定住の促進

新たな観光商品、アクティビティな
どによる雇用、新分野進出、企業
誘致、起業数の増大

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人に健康と
福祉を

質の高い教育をみん
なに ○ ○

ジェンダー平等を
実現しよう

安全な水とトイレを世
界中に

○ ○

エネルギーをみんな
に　そしてクリーンに

働きがいも経済成長
も

○

産業と技術革新の基
盤をつくろう

人や国の不平等をな
くそう

住み続けられる
まちづくりを ○

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な
対策を

○

海の豊かさを
守ろう

陸の豊かさも
守ろう ○

平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで目
標を達成しよう ○ ○

地域循環共生圏への貢献
（どのような形で貢献してい
るか具体的に記入）

SDGsへの貢献
（該当すれば○、もしくは貢献
とその内容を直接記入）

対象課題

活動内容

活動成果（予想）

連携先

現状の評価と課題

基幹産業である観光産業と他産業を掛け合わせ、関係人口を育み地域を活性化。雇用、企業誘致等の増
大に取組む

関係団体・事業者

SDGs学習旅行誘致協議会を設立、学習プログラムの作成
ガイドの育成

滞在型観光地化を目的とした着地型コンテンツづくり
SDGｓ学習旅行の誘致

観光産業の活性化や通過型から滞在型観光地化を図る



分析表

活動３

地域ブランド振興

5

【環境への貢献】
（環境負荷の減少、資源循環への
貢献、自然環境保全、脱炭素貢
献、など）

【社会への貢献】
（人のつながり、地域教育、文化の
向上、人口流出の抑制、QOL増
大、など）

【経済への貢献】
（新規産業の育成、資金流出の防
止、地域内経済循環、地域内雇用
創出など）

地域資源である「水」を未来に繋ぐ
ため水源涵養など森林保全活動

水を起点とした地域ブランド活用に
よる魅力度向上と移住定住の促進

地域資源を活用した産業による雇
用、新分野進出、企業誘致、起業
数の増大

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人に健康と
福祉を

質の高い教育をみん
なに ○

ジェンダー平等を
実現しよう

安全な水とトイレを世
界中に

○ ○ ○

エネルギーをみんな
に　そしてクリーンに

働きがいも経済成長
も ○

産業と技術革新の基
盤をつくろう

人や国の不平等をな
くそう

住み続けられる
まちづくりを

○

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な
対策を

海の豊かさを
守ろう

陸の豊かさも
守ろう

平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで目
標を達成しよう

○ ○ ○

地域資源である「水」を活用した地域ブランドづくり

対象課題
地域資源である「水」の良さを再認識し、「水」を活用した地位ブランド振興により認知度・魅力度の向上を図
る

SDGsへの貢献
（該当すれば○、もしくは貢献
とその内容を直接記入）

活動内容

活動成果（予想）

連携先

現状の評価と課題

地域循環共生圏への貢献
（どのような形で貢献してい
るか具体的に記入）

新商品の開発や販路の拡大
サイトによる情報発信
市の魅力をPRし、観光・移住・ブランド等総合的なシティプロモーションを展開し関係人口づくりに取組む

市民
関係団体・事業者

「水」を活用した場所・文化・人材の再発掘調査
水・まちの特徴を語れるアンバサダーの育成



活動見える化プログラムとは

地域循環共生圏やSDGsを念頭に置いた取組は、実践している協働取組
がどのように貢献しているかを認識することが重要

活動見える化プログラム 多元的な地域の活動における地域循環共
生圏やSDGsへの貢献を可視化するための
分析手法

目的
対象となる活動がどのように連携して行われているか、地域循環
共生圏やSDGsにどのように貢献しているか、など「可視化」する
ことで活動当事者は内容を認識する。

・様々な活動に対して誰が協働しているのか
・その活動が環境、経済、社会にどう貢献しているのか
・その活動がどのSDGsに貢献するのか

複数の活動を
まとめて表示


